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Abstract
TheskiltowriteacademicpapersinEnglishhasbecomenecessaryf♭rpeopleinthemedicalandnursing丘eld.However.even
ifwewritecorrectsentences.thereadersmayfeelittobesomehowoutoffocusortheymayfeelittobelackingorganization.
Toovercometheseproblems.wehavetowriteaccordingtotheEnglishwayofwriting.SoIdecidedtoholdasocietycalled
AcademicWritingWorkshopatOsakaCityUniversitySch0lofNursing,themembersofwhichhaveassembledtostudyhowto
writeacademicpapers.HereIreportouractivities.
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要
医療 ･看護英語において､英語でアカデミックペーパーを書くスキルはますます必要になってきている｡しかしなが
ら､著者がたとえ1文1文を正しく執筆していても､読者のほうは混乱したり､著者の主張を理解できなかったりする
ことが起こる｡そのようなことを克服するために､英作文の作法に従って書く必要がある｡そこで､大阪市立大学医学
部看護学科では､アカデミックライティング研究会を催し､メンバーたちが集まってアカデミックペーパーの書き方を
学んできた｡ここにその研究内容を報告する｡
キーワード:英語､学術論文､作文
Ⅰ.はじめに
医療 ･看護英語の中で最も必要とされるスキルの一つ
は､英語で論文を作成するスキルである｡論文を丸々一
本英語で書く場合にせよ､要旨 (abstract)を英語で書
く場合にせよ､作文の作法に従って書くことが求められ
る｡
多くの人は､まず日本語で論文を書いてから､英語に
直そうと試みる｡しかし日本語でよく書けた論文を英文
に直しても､"somehow outoffocus"とか "lack
organization"と評されることがある｡日本語と英語が
一文一文は正しく対応していたとしても､英語を読む読
者が戸惑うことが起こるのである｡それはなぜか｡
それは､論理展開 ･レトリックが文化によって異なる
からである｡それでは､どうしたらよい英語の論文が書
けるのか｡主題は様々であっても､よい英語の論文には
一貫したスタイルがある｡この英文のスタイルを学ぶこ
とが必要である｡日本語を英語に訳すのではなく､英語
でセンテンスを書き､パラグラフを組み立て､アカデミ
ックペーパーにしていくためのスタイルを身に付けてい
ると､読者を混乱させたり惑わせたりすることが大幅に
減るのである｡
1)大阪市立大学医学部看護学科 OsakaCityUniversitySch0lofNursing
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Ⅱ.研究会の概要
本研究会では､模範的な作文例を読み､そのスタイル
を研究し､それに従って実際に英語で作文している｡そ
して､お互いに書いたものを閲覧し､訂正を加えながら
編集している｡テキストとしてSuccesswithCollege
Writing:FromParagraphtoEssay(Zemachand
Rumisek,2003)を用い,特に学術英語論文の書き方を
中心に学んでいる｡
Ⅲ.研究内容の報告
A.手順に沿った作文 (processwriting)の仕方
1.作文の手順 (writingprocess)
英語圏の大学で教えられている作文の過程には､一貫
した段階がある｡作文するとき､単に単語を組み合わせ
て文を作ればよいというものではない｡うまい著者は､
次のように段階を踏んで書く｡
第1段階 :主題 (topic)の選定
主題は与えられる場合もあるが､そうでなければ自
分で選ばなければならない｡
第2段階 :アイディア (ideas)の収集
主題が決まったら､その主題について何を書こうか
考える｡
第3段階 :構成 (organization)
浮かんだアイディアの中から､どれを用いるか､ど
のような順番で並べていくかを考える｡
第4段階 :執筆 (drafting)
パラグラフなりエッセーなりを最初から最後まで書
いてみる｡アイディアとその構成についてはすでに
書いたノートを用いる｡
第5段階 :再検討と改定 (reviewingandrevising)
書いたものを読み直し､どこにさらに情報を付け加
えるべきか､不必要な情報が混じっていないかチェ
ックする｡明断で効果的に書けているかどうか知る
には､他の人に読んでもらって意見を出してもらう
のがよい｡
第6投階 :書き直し (rewriting)
構成と内容を検討すると､さらに説明する必要や､
さらに詳細を付け加える必要があるかもしれない｡
ペーパーをさらに論理的なものにするために､構成
さえ変更しなければならないかもしれない｡第5･
6段階のことを編集 (editing)と言う｡もう一度読
み返し､スペリングや文法をチェックし､用語の選
択が適切であるか考える｡最後に､見つけた間違い
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が直ったかどうかチェックする｡第5･6段階を何
度も繰り返し､ペーパーを完成させる｡
2.主題の選び方
どんなものでも書く前には何について書くかを決めな
ければならない｡主題はどのようにして選べばよいの
か?まず書き始める前に､どのような主題について書く
かを決める｡主題は狭すぎても広すぎても書けない｡た
とえば､｢自分の兄弟の年齢について｣という主題では
狭すぎて､十分に論じられない｡一方､｢学校｣という
主題は広すぎて､書けることが多すぎる｡｢わが国の高
等学校について｣とか､｢大学入学試験について｣とい
うように､学校のどのような点を論じるのか絞っていく
必要がある｡
3.プレライティング (pre-writing)
主題が決まったら､その主題についてどのように論を
進めていくか計画を立てる｡この過程をプレライティン
グという｡プレライティングでは､まず､ブレーンス ト
ーミング (brainstorming)を行う｡ブレーンス トー ミ
ングとは､主題についてのいろいろなアイディアを集め
る方法である｡嵐を想像してみよう｡多くの雨粒が降っ
てくる｡さて､それでは多くのアイディアが紙の上に降
ってくるとしよう｡ブレーンス トー ミングとは､それら
のアイディアをすべて書き留めることである｡この段階
では､アイディアが良いか悪いか､使えるかどうかとい
ったことは気にせずに､できるだけ多くのアイディアを
集めることに集中する｡ブレーンス トー ミングには3つ
の方法がある｡ リス ト (list)作成､マ ッピング
(mapping)､フリーライティング (freewriting)である.
1番目のリスト作成とは､ トピックに関連する単語や
フレーズや文を箇条書きに書き出すことをいう｡文とい
っても完全なものでなくてよい｡不完全な形でもよいの
で､浮かんできたアイディアすべてをリストに書き留め
るのである｡ 2番目のマッピングとは､紙1枚全体を使
い､中央にトピックを書く｡次にその傍にトピックに関
連するアイディアを書き､トピックと線で結ぶ｡そして､
関連する項目を次々に線で結んでいく｡3番目のフリー
ライティングとは､ トピックについて頭に思い浮かぶこ
とを止まらずに短い時間で一気に書き上げる方法であ
る｡このとき､文法やスペリングの正確さは気にしない｡
辞書で調べたりもしない｡もし間違っても書くのを止め
ない｡とにかく書き続けるのである｡アイディアがばら
ばらでも気にしない｡間違っても斜線で消すだけで書き
続ける｡ トピックに関係のないアイディアが混ざること
大阪市立大学看護学雑誌 第3巻 (207.3)
もあるが､フリーライティングの段階ではそれでもよい｡
不必要な部分は後で削除することができるからである｡
たくさんのアイディアが集まったら､次にこれらを編
集 (editing)する｡このとき､どのアイディアが面白い
か､どのアイディアが必要かを選択する｡
B.パラグラフ (paragraph)の書き方
1.パラグラフの構成
パラグラフとは､1つの主題についての文の集まりで
ある｡1パラグラフは通常5から10の文からなる｡パラ
グラフを構成する複数の文は､主題に対する中心アイデ
ィア (mainidea)を説明するものである｡パラグラフ
の最初の文は､5スペース下げて書き始める｡
パラグラフの最初に主題文 (topicsentence)を書き､
それを説明する補助文 (supportingsentences)が続き､
最後に結論文 (concludingsentence)で締めくくる｡主
題文でパラグラフの中心アイディアを書く｡この文は通
常パラグラフの最初に書かれ､最も一般的な記述となる｡
補助文では主題文をさらに詳細に説明する｡結論文では
中心アイディアを繰り返すか､あるいは主題に対する最
終コメントを書く｡
2.パラグラフの展開
主題を決めて主題文を書いた後､意図するところを説
明するためにさらに情報を付け加えて､中心アイディア
を発展させる｡パラグラフを発展させる一般的なやり方
として､①詳細を付け加える､(卦説明する､(勤例示する､
という方法がある｡
パラグラフを締めくくる結論文は､要点を要約したり､
中心アイディアについて言い回しを変えてもう一度述べ
たりする｡結論文を書くときに注意しなければならない
ことは､ここで新しい論点を出してはいけないというこ
とである｡
3.説明パラグラフ (descriptiveparagraphs)
説明パラグラフでは､事物や人がどのように見えるか､
どのように感じるかを説明する｡説明パラグラフを書く
とき重要なのは､形容詞 (adjectives)である｡形容詞
は､事物がどのように見えるか､どのように感じるか､
どのような味か､どのような音か､どのように匂うか､
などを表す｡形容詞はまた､人の感情も表す｡形状を表
す形容詞 (large/small.wide/narrow,round,
rectangular)､雰囲気を表す形容詞 (cozy,comfわrtable,
warm/cool,cold/hot)､感情を表す形容詞 (amazed.
Surprised,happy,nostalgic)､外見を表す形容詞
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(colo血1,unfわrgettable,beautiful,unattractive)など､
説明するものに応じて効果的に使う｡
空間の様子を説明する場合､前置詞 (prepositions)
や前置詞句 (phrasalprepositions)も大切な働きをする｡
infrontof/inbackof,ontopof/onthebottomof,
nextto,above/below,totherightof/totheleftof,
inthemiddleof,around,betweenなどの前置詞句を適
切に用いて､空間を説明する｡
4.工程パラグラフ (processparagraphs)
工程パラグラフでは､物事がどのようになされるかを
説明する｡ある行為を完結させるために踏む段階を順序
よく書 く｡段階と段階をつなぐのに､接続語 [旬]
(transitions)を用いる｡接続語 [旬]は､各段階のア
イディアの関係を示す｡必ずしも1文ごとに接続語 [句]
を入れるのではなく､順序を明らかにする必要のあると
きに挿入するのである｡時系列や段階を示す接続語 [句]
として､first,second,third,etc.,next,then,after,
丘naly,thelaststep,before,while,now,when,tobegin
with,later,lastlyなどがある｡
5.意見パラグラフ (opinionparagraphs)
ペーパーを書くに当たって､｢事実｣(fact)と ｢意見｣
(opinion)をはっきり分けて認識していなくてはならな
い｡｢事実｣というのは真実の情報であり､｢意見｣とい
うのは筆者のアイディアや信念のことである｡例えば､
Thatmoviewasthreehourslong.というのは ｢事実｣
であり､Thatmoviewasboring.というのは ｢意見｣で
ある｡パラグラフを書く際､主張を支えるために､また､
どうしてそのような信念を持つに至ったかを示すため
に､｢事実｣を用いる｡
意見を述べる場合､話 し言葉ではIthink,Inmy
opinion,Ibelieveのようなフレーズをよく用いる｡一般
的に､これらのフレーズは書き言葉では必要ない｡この
ようなフレーズを使うとかえって著者が自分の意見に自
信を持っていないように思われる可能性がある｡書き言
葉ではこのようなフレーズの代わ りに叙法助動詞
(modalauxiliaries)を用いる｡叙法助動詞は､著者の意
見や議論の強さを示す｡肯定の場合､下の例文では下に
行くほど強い意味になる｡
Thecity could
should
oughtto
hasto/must
addmorebikepaths.
また否定の場合､下に行くほど強い否定になる｡
Thecity doesn'thaveto alowmorecars.
shouldn't
can't/mustnot
because,since,soは､因果関係を表す副詞 (causal
adverbs)である｡これらの副詞を用いて､あるアイデ
ィアともう一つのアイディアとを因果関係で結びつけ
る｡Gasolineisbecomingscarceandexpensive.という
原因があって､Weshoulddevelopelectriccars.という
結果があるとする｡このような場合､例えば､
● Becausegasolineisbecomingscarceandexpensive,
weshoulddevelopelectriccars.
● Weshoulddevelopelectriccarssincegasolineis
becomingscarceandexpensive.
● Gasolineisbecomingscarceandexpensive,sowe
shoulddevelopelectriccars.
● Gasolineisbecomingscarceandexpensive.
Therefbre,weshoulddevelopelectriccars.
というように､二つのアイディアを結びつけることがで
きる｡句読法上､以下のことに注意する｡
● BecauseやSinceで始まる文では､その節をコンマ
(comma)で区切る
● 結果が先に来る場合､becauseやsinceの前にコンマ
を付けない
● soによって結果を導く場合､soの前にコンマを付け
る
● Therefbreはピリオド (period)の後に用いる
● Thereforeの後ろには､コンマを付ける
6.類似パラグラフ (comparisonparagraphs)･対
照パラグラフ (contrastparagraphs)
類似パラグラフでは､2人の人や2つの場所 ･事象が
いかに似ているかを議論する｡例えば､Bothteachers
andstudentsneedtospendalotoftimepreparingf♭r
classes.では､teachersとstudentsを類似して (compare)
いる｡一方､対照パラグラフでは､2人の人や2つの場
所 ･事象がいかに違うかを議論する｡例えば､One
mainadvantageofabicycleoveracaristhatabicycle
doesn'tcreateanyairpolution.では､abicycleとacar
の相違点を対照して (contrast)いる｡
類似点を議論する場合､and,both,both…and,also,
too,neither…nor,similarto,thesameas,(just)as+
adjective+as,likewise,similarlyといった語句を用い
る｡相違点を対照する場合､more/less+adjective/
adverb+than,adjective+er+than,but,while,
though,notthesameas,notas…as,di鮎rentfrom.in
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contrast,however,ontheotherhandといった語句を用
いる｡
類似 ･対照パラグラフを構成するには､2つの方法が
ある｡
● 方法1:ブロック構成 (blockorganization)
主題Aと主題Bの類似 ･対照をブロック構成するに
は､まず主題文で主題Aと主題Bを類似 ･対照させ
る｡次に､主題Aについていくつかの論点を塊で書
く｡さらに､主題Bについていくつかの論点を塊で
書く｡最後に､結論文で締めくくる｡
● 方法2:逐一構成 (point-by-pointorganization)
主題Aと主題Bの類似 ･対照を逐一構成するには､
まず主題文で主題Aと主題Bを類似 ･対照させる｡
一つめの論点について二つの主題 (AlとBl)を
類似 ･対照する｡二つめの論点について二つの主題
(A2とB2)を類似 ･対照する｡三つめの論点につ
いて二つの主題 (A3とB3)を類似 ･対照する｡
このように､逐一論点について二つの主題を類似 ･
対照し､最後に結論文で締めくくる｡
7.問題 ･解決パラグラフ (problem /solution
paragraphs)
まず問題碇起をし､次にその間題に対する一つあるい
は二つ以上の解決方法を提示する書き方である｡この形
式で書くには普通､数パラグラフを要する｡
問題パラグラフ (problem paragraph)は､問題点を
描写したり議論したりするパラグラフである｡主題文で
何について議論するかを述べる｡それに続く補助文では､
なぜその事柄が問題であるのか説明する｡このパラグラ
フでよく用いられるのが条件法 (conditionalstructures)
である｡
exl.Fish幽 sickiffactoriesdggButheirwasteintostreams.
modal+mainverb present
ex2.Ifyoueat丘shfrompolutedwaters,youcouldgetsicktoo.
present modal+mainverb
exlのようにif節 (if-clause)が後ろに来る場合､前にコ
ンマは要らない｡ex2のようにif節が先に来る場合､if節
をコンマで区切る｡If節の事柄は､起こりうる可能性の
ある事柄である｡結果節 (resultclause)の事柄は､if
節の条件がある場合､論理的に続く事柄である｡結果節
の法助動詞は､著者の確信の強さによって次のように使
い分ける｡
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strong ⇔ weak
wil can may
must might
should could
問題パラグラフに続 く解決パラグラフ (solution
paragraph)では､主題文において一つまたは二つ以上
の解決方法を述べる｡補助文では､それらの解決方法が
いかにその間題を解決するかを説明する｡このとき､次
のような表現をよく用いる｡
Inordertosolvetheseproblems,.‥,Inorderto
overcometheseproblems,‥.,Tomeetthisneed,.‥,
Onesolutionis‥.,Oneansweris‥.,Onethingwe
candois‥.,Asecond/third/五malansweris‥.
問題に対するいくつかの解決方法を考えたら､解決パ
ラグラフに書くのに最もよい解決方法はどれかを考えな
ければならない｡強い解決方法は､はっきりと論理的に
問題を解決できる方法である｡一方､弱い解決方法は､
必ずしも問題を解決できないかもしれないし､実際的で
なかったり論理的でなかったりするものである｡
C.エッセー (essay)の書き方
1.エッセーの構成
エッセーとは､1つの主題について書かれた複数のパ
ラグラフの集まりである｡最低3つのパラグラフが必要
だが､5つ程度のパラグラフで書くのがアカデミックラ
イティングでは一般的である｡
エッセーは､大きく分けて ｢序論｣(introduction)､
｢本論｣(body)､｢結論｣(conclusion)からなる｡まず
｢序論｣は､エッセーの最初のパラグラフである｡ここ
では一般的なアイディアでもって主題を説明する｡序論
の最後の文が､命題文 (thesisstatement)となる｡命
題文とは､中心アイディアを提示する文である｡エッセ
ーにおける命題文は､パラグラフにおける主題文に相当
する｡次に ｢本論｣は､1つまたは複数のパラグラフか
ら成り､主張を説明したり支持したりする｡最後に ｢結
論｣は､エッセーの最後のパラグラフである｡ここで主
張を要約したり､言い回しを変えて再度述べたりする｡
エッセーのフォーマット (format)は､ダブルスペー
ス (doublespacing)で､上下 ･左右に1インチ (2.5
センチメートル)の余白 (margin)を取る｡各パラグ
ラフの最初の行は､5スペース (1タブ)下げて始める｡
これをインデント (indenting)という｡エッセーの題
(title)は､最初のページの上の真ん中に書く｡
強い命題文を書くには､いくつかの方法がある｡
● 命題文は主題についての著者の意見であり､議論や
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説明の余地のあるアイディアを提示すべきである｡
● 命題文は､主題に関する事実だけを述べる文であっ
てはならない｡例えば､IntheNorthernHemisphere,
thesummermonthsarewarmerthanthewinter
months.は命題文になり得ない｡それについて議論
したり主張したりする余地のない事実だからである｡
● 命題文では､議論の両面を均等に述べるべきではな
い｡Thereareadvantagesanddisadvantagesto
usingnuclearpower.という文は､主題文にはなり
得ても､命題文にはなり得ない｡支持するかしない
かという著者の明確な意見がそこにないからである｡
例えば､Althoughtherearesomeadvantages,
●
uslngnuclearpower-hasmanydisadvantagesand
shouldnotbeapartofourcountry'senergyplan.
と書き換えるならば､強い命題文になり得る｡
主題がdiet/加dである場合､命題文では､まずIthink
that… で書き始めてみる｡Ithinkthatavegetarian
dietisoneofthebestwaystoliveahealthylife.t%
いてから､Ithinkthatを削除する｡そうすると､A
vegetariandietisoneofthebestwaystolivea
healthylife.となり､命題文になり得る｡
2.エッセーの概略 (outline)
概略とは､エッセーの中に盛り込む情報のリストであ
る｡概略は､
● エッセーの命題文で始まる
● エッセーの構成を示す
● どんなアイディアについて議論するのか､アイディ
アをどんな順に並べるかを示す
● エッセーの結論で終わる｡
エッセーを書き始める前に概略を作っておくと､
● 何について書くかが明確になる
● エッセーがうまく構成され､焦点が明確になる
● エッセーに盛り込むべき大切な情報を忘れずにいる
ことができる｡
骨格を想像してみよう｡骨そのものは見えなくても骨は
体を支えている｡同様に概略は読者に見えないけれども､
エッセーの明確な構成を支えている｡実のところ､概略
に情報 を付 け加 えてい くことを ｢肉付 けす る｣
("fleshingitout")というのである.
3.概略の書き方
概略を書く前に､アイディアを集め､編集し､エッセ
ーの主題を決めなければならない｡概略を書くことで､
アイディアを編成し､それぞれのアイディアがどのよう
に働きあっているかを見える形にする｡アイディアの働
きを示すために､アイディアに番号を付ける｡混乱を避
けるため､いくつかの種類の記号を使い分ける｡エッセ
ーの中心アイディア､すなわち序論 ･本論 ･結論に､ロ
ーマ数字 (Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,V,Ⅵ,etc.)を付ける｡どの部
分の詳細を述べるよりも前に､まずこれを書く｡
Ⅰ.Introduction
Ⅲ.Firstmainidea
Ⅲ.Secondmainidea
Ⅳ.Thirdmainidea
V.Conclusion
次に､大文字のローマ字 (A,B,C,etc.)を用いて本論
を支持するアイディアを並べる｡アイディア一つにつき
一つの文字を付ける｡詳細を述べる前にこの作業を済ま
せておく｡
Ⅰ.Introduction
Ⅱ.Firstmainidea
A.Firstsupportingpoint
B.Secondsupportingpoint
...andsoon.
最後に､アラビア数字 (1,2,3,etc.)を用いてそれぞれ
の支持点に詳細を加える｡必ずしもすべての支持点に詳
細がなくてもよい｡またある支持点に複数の詳細があっ
てもよい｡
Ⅰ.Introduction
Ⅱ.Firstmainidea
A.Firstsupportingpoint
l.Firstdetail
2.Seconddetail
B.Secondsupportingpoint
l.Firstdetail
2.Seconddetail
.‥andsoon.
4.序論と結論
｢序論｣と ｢結論｣は､エッセーの三つの重要な要素
のうちの二つである｡｢序論｣と ｢結論｣がなければ､
単なるパラグラフの集合に過ぎなくなる｡｢序論｣と
｢結論｣は共に､エッセーの主題と中心アイディアを明
確に読者に伝える働きをする｡
｢序論｣とは､
● 通常5から10の文で成る
● 読者の興味を引く
● エッセーの一般的な主題を示す
● 主題に関する背景となる情報を与える
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● エッセーの命題文を含む
ものである｡｢序論｣はふつう､一般的なアイディアか
ら書き始め､徐々に特定のアイディア､すなわち命遺文
へと書き進む｡
図1
強い ｢序論｣を書くには､
● 主題を明確に示す
● 主題についての情報を複数の文で述べる
● エッセーの主張を明確に述べる
ことが必要である｡また､読者の興味を引く ｢序論｣を
書くには､
● 興味深い事実や統計
● 個人的なス トー リーや例
● 興味深い引用
などを含めるとよい｡
｢結論｣は､エッセーの最後のパラグラフである｡よ
い ｢結論｣は､
● エッセーの主題を要約する
● エッセーの主題を違う言い回しで再び提示する
● エッセーの中心アイディアについての最終的なコメ
ントをする
● 著者が読者にとってほしいと思っている行為を強調
する
ものである｡｢結論｣に新しいアイディアを持ち込んで
はいけない｡｢結論｣は､そのエッセーで議論されたア
イディアについて､再び述べるかさらにコメントするか
にとどめなければならない｡
5.統一性 (unity)と-耳性 (coherence)
エッセーの三つの柱である序論 ･本論 ･結論はすべ
て､著者の主張を明確に説明するものでなくてはならな
い｡エッセー中のすべてのアイディアは命題文と関連し
ていなければならない｡
エッセーの統一性を保つには､概略の段階で命題文に
関連しないアイディアが混じっていないようにする｡ま
たエッセーを書き終えてから､命題分に関連しないアイ
ディアがないかどうかをもう一度探してみる｡
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表1
一貫性は統一性に関わる｡明断に論理的に並べられた
アイディアは､一貫している｡作文が一貫していれば､
読者は主張を容易に理解できる｡エッセーの種類によっ
て､その主題に適した構成がある｡
アイディアとアイディアをつなぎ､滑らかに流れるよ
うにする語句がある｡連結語や代名詞や繰り返しをうま
く使うと､滑らかにアイデ ィアが流れる｡代名詞は名詞
や名詞句を受けるものであるが､その代名詞の使用によ
り二つの文が繋がることがある｡例えば
AmericanSignLanguagedevelopedfromthemixture
ofsignsusedbydeafAmericansandFrenchSign
Language.Today,itisusedbymorethan500,000
deafpeopleintheUnitedStatesandCanada.
において､代名詞itは前の主語AmericanSignLanguage
を受けるが､同時に二つの文を結び付けてもいる｡重要
な語句を繰り返すことによってアイディアを連結し､読
者が中心アイディアを忘れないようにするという方法も
ある｡
作文の種類 構成の種類
年代記 (史実､自伝､工程) 時系列､出来事 .段階の順
詳細説明 事物の位置 .大きさ.形の個
分類 アイディアをグループ分けし論理的に説明
類似 .対照 ブロック構成､逐一構成
D.相互編集 (peerediting)
書いたものを他人に読んでもらうのは､作文上達のた
めに有効な方法である｡お互いに読み合い､直し合うこ
とを相互編集という｡話し合ってもよいし､別の紙にコ
メントを書いてもよいし､著者の紙に直接書き込んでも
よい｡相互編集を通じて､さらに詳細や説明を加えたり､
論理的に構成し直したり､不適切な情報を省いたり､わ
かりにくい部分を削除したりする｡相互編集のもう1つ
の効果として､他人の文章を読むことで自分の知らなか
った書き方を学ぶことができるということがある｡
具体的な相互編集の方法としては､まず､相手の作文
を何度か読み返す｡最初読むときは始めから終わりまで
ざっと日を通し､何について書かれた文章かをつかむ｡
2度目はゆっくりと読み､主題文と結論文を探す｡この
とき､理解しづらい部分や不必要な情報がないか､また
情報が足りなくないかメモを取りながら考える｡同時に､
強い論点や興味深い点も著者に伝える｡著者に質問する
のもよい｡コメントしたい部分には､丸で囲ったり､ア
ンダーラインを引いたりする｡
相互編集の段階では､文法の誤りや､スペルミスを探
すことはしない｡内容と作文の構成に注意を集中するの
である｡
Ⅳ.まとめ
本研究会では､英語のアカデミックペーパーを書くに
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当たってのスタイルについて研究してきた｡論理の展開
が最も重要であること､アイディアを論理的に並べるこ
とにより読者を流れるように導くためのレトリックがあ
ること､主題によってそのレトリックは違ってくるが､
それでも一貫したルールがあることを学んできた｡この
ようなスタイルに従って書くことで､読者を惑わせたり
誤解させたりすることなく､流れるように滑らかに読ま
せながら､筆者の強い主張を伝達することが可能となる｡
以上は､言葉で述べるのは簡単なようでも実際に書い
てみるとなかなかうまくいかない｡本報告はあくまで研
究内容の骨子に過ぎず､実際の研究会では参加者による
作文 ･相互編集を通して､試行錯誤 ･悪戦苦闘を繰り返
してきたことを申し添えておく｡
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